
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日

か
ら

２２
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。平

成

２２
年
度
決
算
数
値
は

表
の
と
お
り
で
す
が
、
歳
出
総

額
は
１
８
６
億
２
１
０
８
万

円
で
、
昨
年
度
の
決
算
と
比
べ

て
、

２４
億
５
９
６
４
万
円
の

増
（

１５
．
２
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

合
併
以
来
最
大
の
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
と
い
わ
れ
た
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
情
報
通
信
網
基
盤
整
備
、
井

関
定
住
促
進
団
地
整
備
、
三
和

統
合
小
学
校
建
設
の
大
型
ハ

ー
ド
事
業
な
ど
が
平
成

２２
年

度
に
集
中
し
た
た
め
と
、
か
が

や
き
ネ
ッ
ト
基
金
な
ど
の
新

規
積
立
金
の
増
に
よ
る
も
の

で
す
。

財
政
へ
の
負
担
は
思
う
ほ

ど
で
は
な
く
将
来
負
担
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
な
ど
財
政

比
率
は
改
善
し
て
い
ま
す
。
国

の
交
付
金
や
補
助
金
を
う
ま

く
活
用
し
、
繰
上
償
還
（
３
億

９
千
万
円
）
を
行
う
な
ど
行
財

政
運
営
へ
の
努
力
の
結
果
と

思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
単
年
度
で
み
る
と

本
年
度
は
借
入
額
（
町
債
）
が

２０
億
６
０
０
万
円
で
昨
年
よ

り

１０
億
６
千
万
円
の
増
、
借

金
返
済
（
公
債
費
）
は

２６
億

２
６
０
０
万
円
と
１
億
円
強

の
減
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
６

特
別
会
計
で
単
年
度
収
支
が

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

交
付
税
収
入
が
予
測
を
超
え

る
減
少
と
な
る
と
今
後
の
財

政
計
画
の
変
更
が
必
要
で
、
予

断
を
許
し
ま
せ
ん
。

借
入
金
総
額
（
地
方
債
現
在

額
）
は
１
４
２
億
７
２
９
１
万

円
、
積
立
預
金
（
基
金
残
高
）

は
４
４
億
８
０
２
８
万
円
と

昨
年
の
数
値
よ
り
か
な
り
好

転
し
て
い
ま
す
。

次
年
度
に
繰
越
し
執
行
す

る
事
と
な
っ
た
５
２
６
６
万

円
（
明
許
繰
越
）
を
除
き
、
６

億
１
２
６
６
万
円
が
平
成

２３

年
度
へ
繰
越
さ
れ
ま
し
た
。

発行 神石高原町議会議員

木野山孝志 後援会
平成２３年１０月１０日 ＮＯ.２８

神石高原町父木野２９５３－１

ホームページ http://www7a.biglobe.ne.jp/~t-kinoyama/

単位：万円

区　　分 H20年度 H21年度 H22年度

財政力指数 0.240 0.244 0.235

経常収支比率 92.1% 83.4% 79.1%

公債費比率 20.5% 17.4% 14.1%

実質公債費比率 21.9% 20.5% 18.0%

地方債現在高 157億6361 146億7511 142億7291

２２年度決算統計資料

単位：万円（四捨五入）

歳　　入 歳　　出 明許繰越 差　　引

148億5656 143億0749 5266 4億9641

12億2904 11億7875 5029

4億2596 4億0820 1776

584 441 143

18億0762 17億8490 2272

3億8561 3億7005 1556

4243 4059 184

2億5370 2億4706 664

1億4636 1億4636

3 3

1億3324 1億3324

192億8640 186億2108 5266 6億1266

簡易水道事業

飲料水供給施設事業

農業集落排水事業

総合開発事業

分収育林事業

平成２２年度収支決算総括表

国民健康保険

後期高齢者医療

老人保健

介護保険

特
　
別
　
会
　
計

　一　般　会　計

会　計　名

合　　計

　病院事業会計

三和小学校 運動会



２
．
６
％
）
の
減
、
地
方
交
付

税
は
４
億
１
３
１
５
万
円

（
７
．
３
％
）
の
増
。
投
資
的

経
費
は

２９
億
５
８
７
６
万
円

（
１
５
２
．
２
％
）
の
増
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主

な
も
の
は
、
災
害
復
旧
費
、
財

政
調
整
基
金
積
立
１
億
円
、
小

中
高
支
援
基
金
積
立
２
千
万

円
、
地
域
再
生
基
金
積
立
３
千

万
円
で
補
正
後
予
算
額
は
１

０
８
億
９
０
３
９
万
円
と
な

自
主
財
源
の
割
合
が

１４
％

と
昨
年
に
比
べ
て
率
に
し
て

２
．
３
％
、
額
に
し
て
４
９
２

４
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

町
税
が
２
７
１
６
万
円
（
▲

自主財源 義務的経費

1.1% 1億6603万円 使用料及び手数料 14.0% 30.7%

1.7% 2億4784万円 繰 入 金 20億7276万円 45億5734万円 5億1289万円 3.5%

3.0% 4億4290万円 繰 越 金

1.8% 2億7061万円 地方譲与税

依存財源 投資的経費

86.0% 33.0%
127億8380万円 49億0336万円 31401万円 2.1%

14億9582万円 10.1%

10億6146万円 7.1%

32.6% 10億9546万円 7.4%

21.0% 31億1861万円 国庫支出金 48億4680万円 1000万円 0.1%

7.1% 10億5518万円 県支出金 11億8406万円 8.0%

13.5% 20億0600万円 町債（借入金） 5億4906万円 3.7%

　　
歳　　入（１４８億5656万円）

41.4%

1.4% 2億0149万円 その他分担金等の収入

物件費など

貸付金

地方交付金

14億9058万円 10.0%

平成２２年度一般会計決算比較表

歳出総額　１４３億　７４９万４千円

6.8%

1.3% 各種交付金

人件費

61億4556万円

普通建設事業費

町　　　　税10億1450万円

次年度繰越金（注1）

1億8784万円

補助費等

扶助費

その他

公債費

（借金返済額）

災害復旧費

（注１；繰越される事業の財源5,266万円を含みます）

25億5387万円 17.2%

積立金

30.9%45億8935万円

歳　　　出（１４３億　７４９万円）

繰出し金

り
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
の
補
正
額
３

２
４
５
万
円
を
含
め
、
全
会
計

総
額
で
１
５
４
億
３
８
３
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

＜９月度 条例改正のおもなもの＞

○税条例の一部改正

＊東日本大震災被害者の税負担軽減措置

・雑損控除

・住宅借入金など特別税額控除

○町営住宅設置管理条約の一部改正

＊町営住宅入居に伴う連帯保証人について

・町内居住案件の廃止

（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 -▲158 1億0147 議員人件費

総務費 3億1304 17億9263
かがやきネット管理運営経費3,250、ふるさとふれあい1,002
土地改良区選挙▲507、県議会議員選挙▲829

民生費 -▲382 16億9214 後期高齢者繰出198、子ども手当▲1,035

衛生費 210 10億1561 不可燃物集積倉庫補助60、エコタウン普及促進150

農林水産費 3199 9億6462
地域営農機械導入補助634、ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ設置110、ぶどう棚等108、
土地改良区▲553、森林整備870、小規模崩壊地復旧550

商工費 570 9184 仁吾川ﾋﾞﾚｯｼﾞ浴室130、観光ガイド58、ｽｺﾗ290、ﾋｺｰｷﾀﾜｰ51

土木費 2102 5億5895 国県道整備負担923、単独町費町道整備1,000

消防費 1769 4億4294 東日本大震災公務災害補填（非常備消防管理経費）1,733

教育費 555 5億8353 神石小学校建設80、保健体育施設管理291

災害復旧費 3億4853 3億7168 農地、農業用施設1億3,000、林道6,229、道路橋梁1億5,623

公債費 8754 22億2020 長期債元金繰上償還8,754

諸支出金 1億4650 10億1477
財調基金積立1億、小中高支援基金積立2,000、

かがやきﾈｯﾄ基金▲350、地域再生基金積立3,000

合　計 6億9252 108億9039

　　　　平成２３年９月補正（一般会計）

スポーツ少年団
野球大会（切田町営野球場）



木
野
山
道
の
駅
実
証
実
験
事

業
の
成
果
は
。

引
き
続
き
指
導
を
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
下
関

市
と
東
広
島
市
の
道
の
駅
に

て
モ
ニ
タ
ー
実
験
を
行
っ

た
。対

象
集
落
は
、
源
流
の
里

し
ん
さ
か
で
、
製
造
さ
れ
た

対
象
商
品
の
評
価
を
基
に
百

彩
館
祭
り
や
マ
ル
シ
ェ
へ
参

加
し
、
商
品
化
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

木
野
山
ケ
ー
ブ
ル
ジ
ョ
イ
と

の
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
は
、
で
き
る

だ
け
町
の
負
担
を
軽
減
す
べ

き
だ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
初
年

度
は
、
か
が
や
き
便
り
や
議

会
中
継
な
ど
の
番
組
は
ケ
ー

ブ
ル
ジ
ョ
イ
の
費
用
で
運

営
。
こ
れ
ら
の
番
組
の
充
実
と

１
年
間
の
実
績
を
勘
案
し
負

担
割
合
を
考
え
て
い
き
た
い
。

木
野
山
保
育
所
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
は
財
政
的
課
題

解
消
の
た
め
か
。

福
祉
課
長
ひ
と
り
当
り
１
３

０
万
円
の
運
営
経
費
と
維
持

管
理
費
は
年
々
増
加
傾
向
。

土
・
日
の
保
育
要
求
な
ど
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
に
は
弾

力
的
な
運
営
が
必
要
。
町
の
直

営
で
は
難
し
く
な
っ
て
き
た
。

木
野
山
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
は
高
蓋
地
区
の
子
ど
も
に

は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
公
平

性
が
保
た
れ
て
い
な
い
。

生
涯
学
習
課
長
地
区
の
保
護

者
の
要
望
を
聞
き
検
討
す
る
。

④
販
売
力
の
向
上
と
直
産
体

制
の
整
備
を
行
う

「
神
石
牛
」
商
標
登
録
が
ど

こ
に
も
な
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
商
標
登
録
は
可
能
で
す
。

優
良
な
子
牛
を
確
保
し
、
生

産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
た

取
組
み
を
行
い
ブ
ラ
ン
ド
化

に
繋
げ
た
い
。

木
野
山
「
広
島
牛
」
へ
の
取
組

み
に
よ
っ
て
、
種
は
混
ざ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
元
か
ら
復
活

さ
せ
る
努
力
が
必
要
だ
。

木
野
山
今
回
採
用
の
４
つ
の

フ
ァ
ン
ド
事
業
は
ど
う
い
う

事
業
効
果
を
期
待
し
て
の
採

用
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①
源
流
の
さ
と
維
持
活
性
化

再
生
事
業
は
、
猪
肉
の
解
体
・

販
売
で
地
域
特
産
物
と
し
て

市
場
拡
大
を
目
指
す

②
仙
養
ヶ
原
巨
大
石
ア
ー
ト

は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
と
芸
術
。

③
輝
く
ふ
る
さ
と
時
安
は
、
地

元
文
化
の
継
承
と
活
性
化

④
相
度
有
機
農
業
塾
は
、
交
流

と
農
業
振
興

木
野
山
今
ま
で
の
事
業
効
果

に
つ
い
て
は
町
民
か
ら
疑
問

視
す
る
声
も
あ
る
。
民
間
に
任

せ
き
り
で
な
く
、
事
業
効
果
は

ハ
ー
ド
で
残
る
も
の
な
の
で

し
っ
か
り
と
検
証
す
べ
き
だ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
民
都

機
構
へ
の
実
績
報
告
な
ど
を

含
め
、
し
っ
か
り
と
事
業
検
証

を
行
い
、
報
告
す
る
。

木
野
山
６
会
計
の
単
年
度
収

支
が
赤
字
で
、
赤
字
合
計
額

は
▲
８
２
０
４
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
財
政
運
営
は

抜
か
り
な
く
行
え
。

総
務
課
長
ど
の
会
計
も
累
積

赤
字
と
な
っ
て
い
な
い
。
次

年
度
と
合
せ
る
と
そ
れ
程
で

も
な
い
。
今
後
は
国
庫
補
助

な
ど
も
厳
し
く
な
る
の
で
。

よ
り
一
層
厳
し
く
状
況
を
注

視
し
財
政
運
営
に
あ
た
る
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て

木
野
山
夢
創
造
委
員
会
の
提

言
を
今
後
に
ど
う
生
か
す

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①
全
国
有
数
の
長
寿
の
ま
ち

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
自
足
の

美
し
い
ま
ち

③
生
命
へ
の
敬
意
を
育
む
教

育
・
交
流
の
ま
ち

④
全
国
有
数
の
医
療
拠
点
の

ま
ち

⑤
産
業
の
自
立
し
た
ま
ち

を
、
よ
り
具
体
化
し
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
を
目
指
し
た
予
選
編

成
を
行
う
。

木
野
山
神
石
郡
で
生
産
さ
れ

る
牛
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
対
策
を

ど
う
す
る
。
他
の
産
地
と
の
差

別
化
が
可
能
か
。
「
神
石
牛
」

と
い
う
商
標
登
録
を
急
げ
。

産
業
課
長
４
本
柱
で
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
す
。

①
次
世
代
に
引
き
継
げ
る
肉

用
牛
生
産
基
盤
の
確
立

②
子
牛
の
供
給
産
地
と
し
て

再
構
築
を
行
う

③
地
域
内
で
の
一
貫
生
産
モ

デ
ル
の
確
立

木
野
山
監
査
委
員
は
販
売
戦

略
や
条
件
の
再
検
討
を
望
む

と
指
摘
し
て
い
る
。
町
長
の
条

件
や
戦
略
を
変
更
し
な
い
と

言
わ
れ
る
の
は
、
売
れ
な
く
て

も
良
い
と
一
緒
。
信
じ
ら
れ
な

い
。

町

長
誤
解
だ
。
基
本
的
に
は

早
く
売
り
た
い
。
全
部
売
り
た

い
。

私
が
条
件
緩
和
を
す
る
と
言

え
ば
直
ぐ
に
拡
が
る
。
そ
う
す

る
と
今
ま
で
に
建
築
さ
れ
た

り
契
約
さ
れ
た
方
と
の
整
合

性
が
無
く
な
る
。

条
件
変
更
が
必
要
な
ら
行

う
が
前
も
っ
て
お
話
し
す
る

の
は
大
変
失
礼
な
面
が
あ
る
。

タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
っ
て
い

る
の
で
、
執
行
者
に
お
任
せ
い

た
だ
き
た
い
。

神石郡畜産共進会



ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
充
分

に
吟
味
せ
ず
、
公
共
的
な
部

分
だ
け
優
先
的
に
行
お
う
と

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

副
町
長
・
担
当
課
長
・
関

係
課
長
な
ど
で
、
庁
内
委
員

会
を
設
け
検
討
す
る
。
皆
さ

ま
に
お
役
に
た
て
る
方
向
で

検
討
し
た
い
。

木
野
山
地
域
活
動
は
金
銭
を

伴
っ
て
も
営
利
活
動
で
は
な

い
。
規
制
は
避
け
る
べ
き
だ
。

副
町
長
庁
内
委
員
会
で
整
理

す
る
。
住
民
に
必
要
な
情
報

は
行
政
で
確
実
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

知
っ
と
く
ネ
ッ
ト
は
大
い

に
利
用
し
て
欲
し
い
。

木
野
山
近
年
、
猪
が
増
え
、

懸
命
の
捕
獲
に
も
拘
わ
ら
ず

被
害
が
増
大
し
て
い
る
。

放
置
す
る
と
、
耕
作
放
棄
地

は
益
々
増
え
、
そ
こ
に
猪
が

出
現
し
農
地
の
荒
廃
を
招

く
、
と
悪
循
環
に
な
っ
て
い

る
。
里
山
を
守
る
た
め
に
も

復
旧
対
策
が
必
要
だ
。

町

長
電
気
木
柵
、
わ
な
購

入
な
ど
に
つ
い
て
は
一
定
の

補
助
を
し
て
い
る
。
復
旧
対

策
に
つ
い
て
の
助
成
制
度
は

今
の
と
こ
ろ
無
い
。

補
助
す
る
と
い
う
事
で
、

考
え
て
み
た
い
。

木
野
山
前
向
き
な
回
答
を
い

た
だ
い
た
。
有
り
難
い
と
思

う
。他

の
市
町
も
、
限
度
額
は

設
け
て
い
る
が
、
か
な
り
の

補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。

来
年
度
の
予
算
に
は
、
是

非
反
映
し
て
欲
し
い
。

木
野
山
文
部
科
学
省
は
、
本

年
度
は
従
前
の
全
国
・
学
力

状
況
調
査
を
見
送
る
と
通
告

し
ま
し
た
。
平
成
２２
年
度
実

施
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
本

町
児
童
の
課
題
と
対
策
は
。

そ
れ
に
向
け
て
の
本
年
度

の
取
組
み
は
。

教
育
長
知
識
は
つ
い
て
い
る

が
、
そ
の
知
識
を
活
用
す
る

力
に
課
題
が
あ
る
。
中
学
校

は
言
語
活
動
に
力
を
入
れ
て

取
組
ん
で
い
る
。

テ
ー
マ
を
決
め
全
校
の
職

員
が
一
か
所
に
集
ま
り
研
修

し
て
い
る
。
学
力
向
上
に
向

け
た
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
。

木
野
山

２２
年
度
の
結
果
で

は
、
学
力
は
全
国
・
県
の
平

均
を
か
な
り
上
回
っ
て
お
り

基
礎
学
力
は
つ
い
て
い
る
。

課
題
は
、
自
己
肯
定
感
、

将
来
の
夢
を
持
っ
て
い
る

か
、
ま
た
読
書
、
読
書
習
慣

に
つ
い
て
国
・
県
レ
ベ
ル
を

下
回
っ
て
い
た
。
そ
の
後
ど

う
取
組
ま
れ
た
の
か
。

教
育
長
道
徳
教
育
推
進
協
議

会
を
中
心
に
家
庭
と
の
連
携

に
努
め
、
課
題
解
決
に
向
け

て
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

本
年
度
は
、
東
日
本
大
震

災
の
た
め
調
査
は
見
送
ら
れ

た
が
、
国
か
ら
検
証
・
改
善

サ
イ
ク
ル
継
続
の
た
め
に
配

布
さ
れ
た
問
題
冊
子
を
活
用

し
、
９
月

２５
日
か
ら

１０
月

５
日
ま
で
の
間
に
全
校
で
実

施
す
る
。

結
果
が
分
か
り
次
第
分
析

を
行
い
今
後
の
指
導
改
善
に

繋
げ
た
い
。

木
野
山
子
ど
も
た
ち
が
将
来

の
夢
を
持
っ
て
い
な
い
な
ど

の
部
分
が
全
国
レ
ベ
ル
を
下

回
っ
て
い
る
の
は
、
今
後
「
ま

ち
づ
く
り
」
の
上
で
問
題
だ
。

子
ど
も
た
ち
が
、
本
町
に

夢
を
も
っ
て
意
欲
の
あ
る
子

ど
も
に
育
つ
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

木
野
山
地
域
で
の
自
治
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
う

行
事
の
周
知
は
積
極
的
に
行

う
べ
き
で
、
そ
れ
が
多
い
ほ

ど
関
心
も
増
え
、
行
事
も
活

発
化
し
活
性
化
に
繋
が
る
。

今
後
の
対
応
は
。

町

長
①
告
知
放
送
端
末
を

使
っ
た
一
般
放
送
と
ペ
ー
ジ

ン
グ
放
送
。
②
自
主
放
送
・

１１
チ
ャ
ン
ネ
ル
利
用
の
デ

ー
タ
放
送
③
知
っ
と
く
ネ
ッ

ト
放
送
と
用
意
し
て
い
る
。

公
共
性
を
尊
重
す
る
こ
と

か
ら
、
政
治
活
動
、
宗
教
活

動
、
営
利
活
動
の
利
用
は
控

え
て
頂
く
。
地
域
活
動
に
つ

い
て
は
、
営
利
か
ど
う
か
の

基
準
が
必
要
と
思
う
。
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